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The 　morphological 　changes 　of 　the 　pelvis　and 　hind 　hmb 　ofJapancse 　meadow 　voles （ル4icrotzts

7nontebe ／の were 　observed 　at　various 　stages 　of 匸heir 　 growth ．　From 　the 　results 　obtained ，

followirlg　tendcncies 　were 　rcvealed ：

1）　IIコ the 　early 　s重age   f 匸hc　postnatal　growth ，　morphological 　d冊 ercnce 　of 　pelvis　between

male 　and 　fcmale 　 animals 　 cQuld 　hardly　be　 observed ．

2＞ Th ・ thn ・ ・f　 th ・ fi・・t ・pP … an … rthe ・exu ・1　 diff・・ en ・・ at 　p ・bi・ ・ nd 　i・・hi・ti・ a 「・a

coincided 　 with 　the 　 t董me 　 when 　th ∈ sexual 　difference　in　the 　body 　 wcight 　wa 日 6rst　r巳 cognizcd ．

3） More 　 extensive 　 grQwth 　 cha 王〕ge　 wa50bserved 三n 　lcmale　than 置n 　 male 　animals ； for　in−

stance ，　the 　sc マ erance 　of 　the 　pubic　sYmphysis 　was 　observcd 　only 　in　fcmale 　at 　a 　defintte

stage 　which 　seemed 　to 　be　related 　with 　the 　pregnancy ・

4）　The 　wel しdeveloped 　tuberosity ，　crcst 　and 　rldge 　of 　some 　bones　 ln　both 　sexes 　
wouid

　
b 巳

attributed 　to　fossorial　life　of 　the 　vQle ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　（RLece…ved 　OGtober 　25，　1968）

1　 ま　 え　が　 き

　ネ ズ ミ類 の 骨 盤 の 形 態 に つ い て ，こ れ ま で の 研究

を大 きく分 け る と，次 の よ うに な る ci ）Chapman

（19且9），ii） Hisaw （1923），　 Gardner （19B6），　 Hall

（1947）等， il三） Gui！day （1951），　 Becker （1954），

Dumire （3955）。

　i）　は ， 骨盤 の 形態 を，穴掘 り生活 　（burrowing

life）　 と関 係づ け て ， ほ ぼ全面的 に 問題 に し て い る

が ，系 統 上の 類縁関係，雌雄差 と の 関連 の 追求が 不

十分 で あ る 。
ii） は ，雌 の 骨盤 の 形態変 化 を ホ ル モ

ン と の 関連で 論 じ ，
iii） は 計測値 に よ る種 の 同定，

性 の 判別 に 焦点 が む け られ て い る 。

　 こ れ らの 研究 史をみ れ ば，形態 の 分析 が ，そ の 種

の 系統 上 の 類縁関係 お よ び生活 と の 関連 で 行われ る

こ と が，最近 で は 少 な くな っ て い る よ うで あ る。

　 形態 を研究す る 際 に は ，種 の 生活様 式お よ び 系統

的 類 縁性 と の 関 係 を無 視 し て は， 1：の 形 態 の もつ 意
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味 を 正 し く理 解す る こ とが で きな い ように 思 え る。

　そ こ で ， 本研究で は ，日 本 産 ネ ズ ミ 類 の 骨盤 。後

肢 の 形態 を，大陸 の 類縁種 などを参考 に す る こ とに

よ っ て ．系統分 類 学 上 の 問題 と す る
一

方，他方 で は

生 活 上 の 問題 と関連 さ せ て と り扱 うこ と に す る 。 後

者 に っ い て は ，個体維 持的側面 で の 骨 ms　・後腫 の 機

能 と ，種族維持的側 面 で の 雌雄 の 機 能的差 の 両面 か

ら 検討 を加 え る 。

　まず，本報 で は 口 本産 ハ タ ネ ズ ミA査 ‘厂 o ’郡 ，π 碑 忽

bellil（MILNE −EDWARDS ） の 成長 に 伴 な う骨盤 ・後

肢 の 形態変化 を 述べ ，次 報 で 日本産 の 他 の ネ ズ ミ類

も誌、くめ て ，大陸 の 類縁種 との 比 較を行 うc し た が

・
っ て ，全 而 的 な考察 は 次報 で 行 う予定 で あ る 。

H 材 料 と 方 法

材料 資 料に 供 し た 標本 は，1967年 8 月 15日〜19 日

群 馬 県 嬬 恋 鳥 居 峠 で 採 集 し た も の （♂ 40頭． ♀ 31頭 ）

と，19．　67年 6 月 3 目 ts よ び 1968年 2 月 4 日に 滋 賀県
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　　　　　 第 1 図 　ハ タ ネ ズ ミの 骨 盤 ・後 肢 の 計 測 部 位

　　　　　　 　　　 （♀．頭 蓋 基践長 27．4 ？n 〃ゆ

A ： 骨 盤 左 側 面 図，B ： 骨 盤 腹 面 図，　 C ： 大 腿 骨 左 儺 腹 面 図，　 D ： 下 腿

骨左 側背 面 図，F ： 同 働面 図

計 測 部位　1 ： 恥 骨長 ，2 ： 恥 骨 tll，　 B ： 閉 鎖 孔 長 ，4 ： 閉 鎖 孔 巾，5 ： 腸

骨 長 ，6 ： 腸 骨 問 巾，7 ： 大 腿 骨 長 ，8 ： 大 腿 骨 側 隆 起 巾，9 ：下 腿 骨 長 ，

10 二 下 腿 骨 側 隆 起 巾

9・f・： 双 子 筋窩，iL ： 腸骨，　 is・： 座骨，　 j・t・： 座 骨 結 節，　 L　c．： 大 腿 骨

側隆 起，1・r ・： 下 腿 骨 頂1上隆 起 ， o ・f・： 閉 鎖 孔 ，
　 P ・f・： 膝 窩筋窩，　 P ．　s、：

恥 骨 結 合 ，pu・： 恥骨，　 sa ．； 仙 骨

安土 大 中 之 湖 で 採集 した も の （各 ♀ 1 頭 ），計 73 頭

で あ る。あ と の 2 標本 は ．烏居峠採集 の 若 い 個 捧 の

不足 を補 っ た もの で あ る。
方 法 　採 集 した 標 本 は ，10％ ホ ル マ リ ン 溶 液 固 定

後 ，双 眼 実体顕微 鏡 下 で 筋 肉 を は が し， 骨 盤 り ・大

腿 骨 ・下 腿 骨 を と り 出 した 。 こ れ らの 骨 を乾 燥 後，
第 1 図 に 示 す部位 を 計 測 した　（ノ ギ ス で 　1110 〃 1丿〃

ま で 計 測 ）。

雌雄 の 確認 は 卵 巣 ・精 巣 の 有 無 に よ り 行 な っ た ○

皿 　資 料 の 整 理

　個 体発生過程 で の 雌雄別 の 形 態変化 を第 2 図 A 〜

H に 示す e ま た，頭蓋基底長 を基準
2） に し た 各計測

1）　 仙 骨 お よ び 左 右 の 寛 骨 の 総 称 。

2）　Howel 】（1924） に ょれ ば，頭 蓋 基 底 長 は ，相 対

　　 的 年 令 を定 め る 場合 の，最 良 の 基 準 に な り う る

　　 と い う 。 し た が っ て ，今 回 の 黄 料 の 整 理 は ，頭

　　蓋 基底 長 を 成 長 の 基 準 と し て 用 V ・た　
。
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第 2 図 　 ハ ク ネ ズ ミ の 骨 盤 の 形 態 変 化

A 二 6 （頭 蓋 基 底長 21．6・mm ）　 B

D ： ♂ （頭蓋 基底 長 27．2 脚 ’の　 E

G ： ♀ （頭蓋 基底長 25．　2　mm ）　H

二 ♂ （頭蓋 基底長 24．27nve ）　C ：

； ♀ （頭 蓋 基竅長 22．　4　on 　in ）　 F 二

： 8 （D の 腹 面 図）

♂ （頭 蓋 基底長 25t3　nnn ）

♀ （頭 蓋 基 塵長 23．8nt7n）
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部位 の 量的変化 の うち数例 を第 3 図に ，さ らに そ の

亥化 の 傾向 を数項目 （雌雄差 の 有無，お よ び そ の 現

われ 方等） に つ い て ま と め た 竜の を第 1 表 に 示 し

た 。

　 Cl） 骨盤 に 畜 け る 雌雄差 に つ い て

　雌 雄 の 骨 盤 の 形 態 を，成体 で 比 較 す る と．雌 で は

閉 鎖 孔 を と りか こ む 座骨 と恥 骨に よ っ て で き る外縁

の 形 が ，直角 に 近 い 鈍 角 三 角形 （鈍 角 は 座骨 結 節部）

の 状態 を示す 。

一
方，雄 で は そ れ が，恥骨 を直径 と

す る半円形に 近 い 形 と な る。

　 こ の よ うな雌雄差 は ，出産後 の 個体発生初期 （頭

蓋基底長約 22　tnin ，体重 で 約 15g 付近） で は ， 顕

著 に 現 わ れ て い な い が ，以 後 次 第に 明 ら か に な っ て

く る。
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　　　 21　 22 　 2ろ　 24 　25 　 26 　 27 　28 　29 　　　　　　　　21　 22 　23 　 24 　 25 　26 　 27 　2S 　29

　　　　　CONDYLO − BASAL 　LENG 丁 H 　　
mm

　　　　　　　　　CGNDYLO −−BASA ！r　LEN ◎ TH 　　
mm

　　　　　　第 3 因　頭 蓋 基麌長 （condylo −basal　length） に対 す る骨 盤 ・後 肢各部位 の 変 化

● 6 ，× ♀ （但 L ，  は 滋 賀 県 安 土 採集個体，図 は 恥骨結合消 失 個体 で あ b ， P・L ・以 外 は 略 して 印 3

ず。） y 軸 の 略 称 は ， 第 1 表 を 参 照 さ れ た い 。
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　  　骨盤 に お け る成長に 伴 な う雌雄差 の現わ れ方

に つ い て （第 1図，第 2 図，第 3図，第 1表 ）

　骨盤 で は 成長 に 伴 な い ，雌 で は 恥骨巾が減少 し，

恥骨長が 増大す る 。 閉鎖孔 は 卵円形 か ら 細 長 く な

る。一方 雄 で は ，恥骨長 ・恥 骨巾 亀増大 し ，閉鎖孔

は 卵円形 と な る 。 座骨 結節の 厚 さ は ， 雌雄 と も あ る

時期 に 急激 に 増加 す る が ，雌 の 方が増加 し始め る 時

期 が 早い 。雌 で は 急激 に 増加す る 時期か ら，恥骨結

合 の 消失 個体が み ら れ る （第 3 図 の P・L ・と LT ・T ・）。

　骨盤に お け る 雌雄 の 形態 の 質的 な差 は，恥骨結 合

に つ い て で あ る 。 今 同扱 っ た頭蓋基底長 21　7ri　7n 以

上 の もの で は ，雌雄 と も，は じめ は 成長 に 伴 な い 恥

骨 ・座骨 の 硬骨化 が すす み ，左右 の 恥骨 が 結ば れ ，

恥骨結合 を有 し て い る 。 と こ ろが ，雌 で は ，・一
定 の

時期 か ら恥 骨 結 合部 が 軟骨化 し，左 右 の 恥骨 を棒状

の 軟骨組 織 で 結 ぶ よ 5に な る （左 右 の 巾は 約 5　inin ，

第 1 図 B）一 以 下 こ れ を 恥骨結 合の 消失 と よ ぶ 。

こ れ に 対 し て ，雄 で は ，終生恥 骨結合 を失 な わ な い

（第 2 図 H ）e な お ，雌 の 恥 骨結 合 の 消失 の 有無 と ，

肉眼 で 観察 し た 子 宮の 状態 と の 関係を第 2 表 に 示 し

た 。

第 2 表 　雌 に 祖 け る恥 骨 結 合 と子 宮 の 状 態 の 関係
一ve

壁

厚

宮子

肥
娠妊

恥 骨 結合消 美 個
体 の う ち

恥 骨 結 合 を も っ

て い る 個体 の う

ち

8

0

8

1

子宮 に 卵

着 床 し て

teらず

4

10

：SL 滋 賀県安 土 採集 の 2 個体 は の ぞ く。

　以 上 ，骨盤 に つ い て み れ ば，成 長に伴 な っ て ，雌

雄 の 形態的相 違 は，恥骨 ・座骨 に 集 中 し て 生 じ，変

化 の 程度は 雄 に fkし て 雌 で 大 きい 。

一
方，腸 骨 ・仙

骨 の 形 態 で は 雌雄 差 が 認 め ら れ な い こ と が わ か る 。

　 〔3） 後 肢 部 の 成 長 に 伴 な 5変化 に つ h て

　後肢 部 で は ，大腿骨側隆起巾に お い て ，わ ず か に

雌雄差が認 め られ る よ うで あ る 。 そ の 他 の 部位 で の

雌雄 の 形態的相違 は 認 め られ ない 。

　大 腿骨側隆起 巾，下腿 骨側隆起 巾で の 成長 に 伴 な

う変化 の しか た は ，」：で 述 べ た座骨結節 の 厚 さ と回

じ よ うに ，成長 の あ る 時期 に 急激 に 増 加 す る 傾向 を

第 1 表　頭 蓋 基 底 長 を 規 準 に し た 骨 盤 ・後 肢 各部位 の 変化 の 傾 向

＼
＼ 丶項 目

　 　　 　　 　　　 　　 　 第 3 図 の 略 号

計 灘 位 ・
＼

＼ i
雌 雄 差 の 有無

　（＋，一）

雌雄 で 同 じ傾 向
の 変 化 をす る も

の （十 ），雌 雄 で

睡 の 傾向 の 変 化

1をす る も の （
一
）

恥

耳さ

骨

骨

長

工

閉　　鎖 　 　孔 　　長

閉 　　鎖 　　孔 　　巾

閉 鎖 孔 巾 ／閉 鎖 孔 長

さ

長

厚の箘

骨

結骨座

腸

腸 　 　骨 　 　聞 　 　旧

大 　　腿 　　骨 　　長

大 腿 骨 側 隆 起 巾

下 　　腿 　　骨 　　長

下 腿 骨 側 隆 起 巾

P ．L ．

P ．W ，

O ．F．　L ．

0 ，F、　W ，

0 ．RW ．fO．F ．L ．

　 　 LT ．T ，

1．L ．

F ．L ．

F．　L．C ．W ．

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

4

後 半 の 変化 の

有 無 （＋，一）

十

十

十

頭 蓋 基底 長 26
f）tnl 以 上 で 雌

雄 の 変異 の 巾
の 位 置

♂＜ ♀

♂ 〉 ♀

♂ ≦ ♀

♂ ≧ ♀

♂ ≧ ♀

♂ ≦ ♀

♂ ÷ ♀

♂ ÷ ♀

♂÷ ♀

♂ ÷ ♀

♂ ÷ ♀

♂ ÷ ♀
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示 し て い る （第 3 図 の F．L ．C ．　W 、）n

　 こ れ らの 部位 と筋肉 と の 関連をみれば，座骨結節

部に は 大腿 二 頭筋 ， そ の 隣りの 凹 み （双 子筋窩） に

は 双 子筋 が 付着す る 。 また，大腿骨側 隆起に は 短 内

転筋 が，下 腿 骨 側 隆起 に は 大 腿 二 頭筋，側 隆起 に あ

る 膝窩膓窩 に は 膝窩篇が 付着し て い る こ とが 観察 さ

才しる 。

w 　考 察

　 ま 廴が きに 述 べ た よ うな観点 で の 全簡的 な 考集 は

次報 で 問 題に す る と し て ，こ こ で は，ハ タ ネ ズ ミの

成長 に 伴 な う骨盤 ・後骸 の 形態変化 か ら 導 き出せ る

こ と をま と め て み た い 。

　 ま ず，バ ク ネ ズ ミの 基 本的 生 活様 式 と 骨盤 ・後肢

の 機能 と の 関係 に つ い て 考 え て み る 。

　 ハ タ ネ ズ ミ の 棲息場所 は，青木 （1926），川村 ・池

田 （19S5），唐沢（1956），穂田 （1959），渡辺 （1962），

宮尾 （1966），自 石 （正967）に ょ る と，河川 の 堤，水

田 ・
野菜 畑 の あ ぜ，う ね，桑 畑 ，農 道 ，造 林 地 ，草

厘，冬季 の つ み わ ら等 で あ り，筆 者 も上 記 の すべ て

に 棲息 十 る こ と を確認 し た c そ し て そ の 棲 み 方 も集

中性 が あ る こ と が 知 られ て い る （徳 田 ，1959）。 そ こ

で は ，土 中 に 数 層の 坑道 を穿 っ て 生 活 し て h る こ と　 ．

が 観察 さ れ， こ の
’
葺実 は 広 く認 め ら れ て い る。

　 ハタ ネ ズ ミの 外 部形態 の 特徴 は ，尾長
・
後足長 が

短 い こ と ．後足 の 蹠球数 ほ一
般ゆ 個 で あ 、り （・ ・ S

’

ネ ズ ミ亜 属 に 含 ま れ る 他 の 多 くの 種 で は ，普 通 6 個

と記載 さ れ て い る）， 目が小 さ く，外耳 は 毛 で 被 わ

れ，外観的 に 認 め に くい こ と で あ る 。 ま た 跳躍力 も

貧弱 て あ る e 以 上 の こ とは ，ハ タ ネ ズ ミ が 一
般 に ，

地中生活 （fossorial　 iife） a）傾向 をもつ もの で あ る

こ と を示 唆 す る 。

　 と こ ろ で ，ハ タ ネ ズ ミが 地面 に 穴 を掘る 動 作 を観

察す る と，頭部 と 前肢 と で 土 をか きわ け，腹 の 下 に

そ れ をため る 。 腹 の 下 の 土 が 一定量 に 達す る と，後

肢 を 交 互 に 強 く内側 か ら外側 に 向 っ て 動 か し，腹 の

下 の 土 を け り出す 。 渡辺 （1962） も同様 な こ と を観

察 し て い る 。 こ の よ うな 動作 に 際 し て用 い られ る筋

肉 を，剥皮標本 に よ っ て 検 討 し た 結 果，と くに 内転

筋群 （大 内転筋，短 内転筋 ， 長内転筋）， 恥骨筋 ，

大 腿 二 頭 筋，膝 窩筋 が主に 用 い られ て い る と 推定 さ

れ た 。

　 し た が っ て ，ハ タ ネ ズ ミの 地中生活 との 関連で ，

上 記 の 筋肉 の 発達が 促進 さ れ ，あ わ せ て 骨盤 ・後 肢

各部 の 骨 の 結節 ・隆起 （と くに ，成長 の 後半で 急激

に 増加 す る 傾 向 を示す，座骨結節 の 厚 さ ・大腿骨側

隆 起 巾 ・下 腿 骨側隆起 巾に つ い て ）が発達す る もの

と推測 さ れ る 。 しか し，筋 肉の 発 達 と骨 との 関係 に

つ い て は，さ ら に つ っ こ ん だ 検討 が 必要 で あ ろ う。

　 さ て， ハ タ ネ ズ ミの 形態 を，地 中生活様式 と の 関

連で 把 え る と と もに ，骨盤 に 現わ れ る雌 雄 の 形 態 差

に つ い て の 意 義を考 え て み る 必 要が あ る e と くに ，

雌 に お け る 恥骨結合の 消失 に つ い て の 意義が問題 で

あ る 。こ の こ と に 関 し て の 議論 は Chapman （1919），

Rensch （1959）の 考察が あ るが，次報 で そ の こ とは

十分 に 論 議 した い 。 こ こ で は ， こ の 雌 の 恥骨結合消

失 と 生殖生 理 との 関係 に つ い て だ け 述 べ る 。

　 ま ず，Gardner （1936），　 Hall＆ Newt ・ n （1946），

Hall （1947） 等 の 研究に よ る と，ヨ ー
ロ ッ

パ ハ ツ カ

ネ ズ ミ 瀚 ’52 〃 Z配 rぬ ∫ で は ，性成熟過程 の 開始 し た

雌 で は ，恥 骨 巾 が 狭 く な り，妊娠 す る と恥 骨結合 が

軟骨化 し て 分離 し，こ の 変化 の 不可逆 で あ る こ とが

性 ホ ル モ ン と の 関 連 で 調 べ られ て い る。ま た ，予 備

的 な実験で あ るが ，カ リフ ォ ル ＝一ア ハタ ネ ズ ミ Afic−

rott （s　 caii ．fornicusで は ，未成熟個体 の 骨 盤 の 形態

変化 が 発情 ホ ル モ ン と テ ス トス テ ロ ン に よ っ て 生 じ

る と い う　（Dumirc ，
1955）c

　以 上 の 研究，お よ び第 2 表の 子宮 の 状態の 結果 を

あ わ せ考 え る と，ハ タ ネ ズ ミの 恥骨結合消失 も，妊

娠経験 との 関係て 生 じて い る と判断 され る 。 恥骨結

合 が 消失 し て い て ，子 宮 壁 に 胚 が 着 床 し て い な い 個

体 は，経産個体 とみ る こ とが で き よ 5 。 こ の 事柄 は

今後 ハ タ ネ ズ ミ雌 に お け る 経産 ・未 経産個 体 の 判別

に 利用 で き る もの と 思われ る 。

　最後に ， 雌雄差 の現わ れ 方 に つ い て み る 。

　雌雄差 の 現わ れ る 時期 ，
お よ び そ の 後の 変化 に つ

い て は ， 他種 と の 比較検討 に よ り， 系統、hの 問題が

導き出 さ れ る （次報）。

　 また，今回材料 に 用 い た もの に つ い て ，頭蓋基底

長 に 対す る 体重 の 変化 をみ る と，骨 盤に お け る 雌雄

差 の 出始 め る 時期一 頭蓋基底長約 22　in ？n ，体重

で は 約 159 一 は 、体重 に お け る雌雄差 の 出始 め る

時期 に 相 当し て い る 。 熊沢 （1964） の 資料に あわ せ

て も同 じ こ とが い え る 。 こ の よ う な，体重 の 雌 雄差
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（ひ ろ くは 外部形態 の 分化） と，内部形態 の 差異 と

の 関係 を ，雌 雄 の 生 態 的相違 （分散．行動，同姓 ・

異性 関係） と関連 づ け て問題 に す る こ と に よ り，ハ

タ ネ ズ ミ の 発育段階的研究の 基礎が で き る と 思 う。

v 　監
：

約

　 日 本産 ハ タ ネ ズ ミ （ftficrotus，〜tontebelli ）の 成長

に 伴 な う，骨盤 ・後肢 の 形態変化 を調 ぺ た。

　 まず，出産後 の 個体発生初期 （頭蓋基底長 約 22

フ1vm ，体重約 15g ） で は，骨盤 で の 雌 雄 の 形態差 は

顕 著 で な く，そ の 後，雌 雄 差 が 骨 盤 で は 恥骨 ・座骨

の 部位 に 生 じ る 。 さ らに ，そ の 形態的変化 の 程度は

雄 よ りも雌 で 大 き い ，とい う こ とが わ か っ た c

　 つ ぎに ，骨盤 で ，雌雄 の 形 態差 の 生 じ る 時期 は ，

体重 の 雌雄差 の 始 ま る 時期 に 相 当 し て い る こ とが認

め られ た 。

　また，雌 雄の 形態 の 質的 な差 と し て ，雌で は，一

定の 時期 か ら，す べ て の 個体 で 恥骨結合 を消失 す る

が，雄 で は 終生 そ れ を失 な わ な い 。雌 の こ の よ うな

変化 は ．妊 娠 経験 と の 関連 が 考 廴 ら れ た 。

　最 後 に ，発達 し た 骨 の 結 節 ・隆起 （座骨結節，大

腿骨側 隆起，下腿骨側隆起） は，ハ タ ネ ズ ミ の 地 rlコ

生活様 式 との 関連が考 えられ た c
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